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※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大学

地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　活断層が引き起こす地震をあらかじめ予測できれ

ば、社会的に大きな貢献ができる。この場合の予測

というのは、地震がどこで、どのくらいで、いつ発

生するか、いいかえれば、活断層の位置や構造、発

生する地震規模、発生の時期に関してすべてがわか

ることである。これらのうち、特に時期の問題につ

いては、残念ながら、現在の科学のレベルでは、数

日のような短期の地震発生予知はきわめて難しい。

しかしながら、数百年程度の予測であれば、実際の

社会に貢献できる場合も出てきている。これについ

て先駆的であり、有名な例が、丹那断層という活断

層の例であり、今回はこれについて紹介しよう。

　丹那断層は、神奈川県箱根町南部から静岡県伊豆

市に至る、北北東-南南西方向の長さ約32㎞の北伊

豆断層帯を構成する断層である。1930年この断層帯

を震源とするＭ7.3の北伊豆地震が発生した。この

とき、丹那断層を横切る東海道本線丹那トンネルが

掘削中であった。この地震により、断層を挟んでト

ンネル内の東側の岩盤が北方に2.1ｍ横ずれで移動

し、大きな被害をもたらした。昭和30年代に東海道

新幹線の開通を目指して、丹那トンネルに隣接して

新丹那トンネルを掘削することになるが、当然、新

しいトンネルも丹那断層を横切ることになり、地震

の再来が懸念された。地質学者久野久教授（1910～

1969年）は伊豆半島の河川流路や約50万年前の溶岩

が丹那断層で断ち切られ、ずらされており、溶岩は

約１㎞北方にずれていることを明らかにしていた。

丹那断層の１回の横ずれ変位が、北伊豆地震のとき

のように、２ｍとすると溶岩などのずれは500回の

地震活動の結果であり、平均的な地震の再来間隔は

1000年ということになる。新丹那トンネル掘削前の

段階で相談にあずかった久野教授は、このような知

見をすでに得ていた。1000年に１回の再来間隔は、

あくまでも規則的に

地震が発生したとい

う仮定に基づいて求

められているが、こ

のことは、後に行わ

れたトレンチ調査に

よって大きな間違い

はないことが確認さ

れている。

　トレンチ調査と

は、活断層の１回の

活動、つまり地震に

伴うずれの向きや大

きさ、最終活動時期

や再来間隔などを明

らかにするため、活

断層を横切るように

土地を数ｍの深さに

溝状に掘削して行う

調査のことである。

トレンチ調査では、

過去に遡って活断層

の活動を復元するこ

とができる。図は、

地層中に残された過去の活断層の活動の復元例を概

念的に示したものである。図では、地層Ａの上にＢ

が堆積した後に１回目の活動が起きる（a）。その

ときできた段差をすぐに埋め立てて地層Ｃが堆積す

る（b）。このとき、低下側には厚く地層が堆積し、

Ｂが上の地表面にあった植物が化石として地中に残

される。地層Ｃを覆ってＤが堆積し（c）、その後、

２回目の活動がおきる（d）。このようにして、地

層中に過去の活動の履歴が保存されていく。実際に

は、現在から過去に遡るので、最終段階から地層の

厚さの変化を手がかりに、地層Ｂの堆積後、地層Ｃ

の堆積前に１回目の活動があったことが読み取れ、

対応する地層からずれの大きさが復元される。この

とき、図のように化石が保存されていれば、化石中

に含まれる放射性炭素同位体など用いて活動時期が

推定できる。また、活動時期の推定には地層に挟ま

れる年代のわかっている火山灰層の情報も重要であ

る。図には描いていないが、このようにして複数回

の活動時期を推定できれば、再来間隔と推定するこ

とができる。

　北伊豆地震を引き起こした丹那断層においても、

トレンチ調査が実施された。トレンチを掘削した場

所は、周囲からの土砂が供給され、厚く堆積してい

る場所が選定された。このときのトレンチは６ｍの

深さまで掘削され、1930年北伊豆地震を含む、９回

の活動が観察された。その結果、過去6000年～7000

年では、700～1000年の再来周期で活動してきたこ

とが判明した。これによれば、次の北伊豆地震は、

早くても2630年以降に発生すると予想されている。
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改修を計画する江刺第一中の校舎

　奥州市は、江刺岩谷堂字小境の

江刺第一中学校の校舎について、

改修を計画する。同校は、同市立

小・中学校の再編計画で、江刺藤

里字外ノ沢の江刺南中と江刺玉里

字後沢の江刺東中を統合すること

から実施するもの。今年度内で改

修工事を終えたいとしている。改

修工事は、28日の入札を予定して

いる。（関連６面）

　江刺第一中の校舎は、1998年に

築造されたもので、鉄筋コンクリ

ート造３階建て約6756平方㍍の延

べ床面積。江刺南中と江刺東中の

統合に当たり、不足が見込まれる

部分の改修として、仕切りを付け

る措置などの対応を行う。

　今回、コンピュータ室として使

用している部屋を特別教室に用途

変更するため、仕切りを設置。現

在、特別教室として使用している

部屋を普通教室にするための改修

などを実施することとしている。

　なお、江刺第一中では、前年度

に屋内運動場の改築が終了。老朽

化が進んでいる上、市で以前に文

教施設の耐震診断を一斉に実施し

た際には、Ｉｓ値の低い個所が見

受けられたことから改築したもの

で、校舎の西側に、鉄骨造２階建

て延べ2256.92平方㍍の床面積の

施設を整備した。

　新施設の完成後は、旧施設の解

体とスクールバス昇降エリアを含

む駐車場整備を進めている。駐車

場は、車両60台程度が止められる

広さを想定。同校職員、同校敷地

内に立地する江刺学校給食センタ

ー職員らが使用するものとなる。

　旧施設の解体と駐車場整備に関

しては、工期と請負額の変更、加

えて予算の増額をしたい構え。変

更する部分は、工期の当初の９月

18日までを11月12日までに変更。

請負金額は当初の5500万円から62

45万8000円へ変更する。

　変更理由について、▽現地調査

により、既設給水配管および電気

配管の撤去・切り回し範囲の確定

ならびに旧屋体の解体に伴う発生

材運搬処分の数量精査により増額

するもの▽地盤

改良方法検討の

ための地盤調査

の追加ならびに

統合に伴い、中

学校を発着する

スクールバスが

２台から９台に

増車することに

対応した外構計

画の見直し等に

より増額するも

の▽現状地盤が

想定以上に軟弱

であり、地盤改良方法の検討に日

数を要していることから、工期を

延長するもの－を挙げている。

　予算額の増額を要するに至る経

緯に関しては、解体撤去が終わり、

駐車場整備を実施中だが、駐車場

整備の準備のため、解体後の跡地

を掘削したところ、地盤が想定を

超えて軟弱だったため、新たに地

盤改良を行う必要があることが判

明したためとしている。

　地盤改良方法は、技術的やコス

トの観点から検討し、既存路盤土

にセメント等を混入する安定処理

工法が最も適当と判断。実施を要

する地盤改良に係る経費等は1685

万2000円に対して、現計予算残額

は55万5000円と1629万7000円不足

となり、11月臨時補正予算におい

て、不足見込分を増額補正計上し

たいとしている。

　県北広域振興局農政部二戸農林

振興センター農村整備室は、管内

の４地区で、経営体育成基盤整備

事業を進めている。４地区の21年

度事業費は、20年度補正分を含め

て計約４億2300万円。山内地区と

福田地区（いずれも二戸市）では、

21年度から工事を展開していく。

福田地区の１号工事は発注済み。

山内地区の１号工事、２号工事に

関しては現在公告中となってお

り、年内の契約を目指す。

　同室は山内、福田、川又（同市）、

鳥海（一戸町）の４地区で、経営

体育成基盤整備事業を進めてい

る。中山間地帯特有の地形で狭小

なほ場となっていたことから、同

事業を導入し、農地の区画整理や

排水路・用水路などの一体的な整

備を実施する。

　現況のほ場は、５～10㌃ほどの

区画。事業実施により、福田では

50㌃程度、その他の地区では20～

30㌃程度を標準区画として、現地

の状況に応じた整備を実施する。

　山内地区の全体計画は、区画整

理24㌶、暗渠20㌶。事業期間は19

年度から24年度までで、総事業費

は約９億7300万円の見込みとなっ

ている。福田地区の全体計画は、

区画整理42㌶、暗渠38㌶。事業期

間は19年度から24年度までで、総

事業費は14億3200万円の見込み

だ。川又、鳥海地区においては面

整備を終え、暗渠工や付帯工を進

めている。

　４地区の21年度事業費は、20年

度補正分を含めて、計約４億2300

万円の見込み。事業費の内訳は、

山内地区約9200万円、福田地区約

１億2400万円、川又地区約9000万

円、鳥海地区約１億1700万円とな

っている。

　山内、福田の２地区では、21年

度に工事着手。うち山内地区は、

同市浄法寺町山内地内に広がるほ

場となっている。現在公告中の同

地区第１号工事の内容は、整地工

1.24㌶、道路工395㍍、用水路工5

01㍍、排水路工431㍍、仮設橋梁

１橋。同第２号工事では、整地工

1.53㌶や道路工476㍍をはじめ、

用水路工475㍍、排水路工502㍍、

仮設橋梁１橋を実施する。11月11

日の入札予定となっており、年内

の契約、21年度内の着工を目指す。

工期は、ともに22年11月30日まで

となっている。

　福田地区は、同市福田地内の安

比川沿いに広がるほ場。21年度は

安比川から取水するための用水路

工を展開する。同地区第１号工事

（発注済み）の内容は、開渠工45

7.0㍍、取水工１基、管水路工291.

5㍍、合流水槽工１基、構造物撤

去工一式。工期は22年６月30日ま

でとなっている。


